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淋菌 性尿 道 炎 に対 す るPivampicillinの 臨床 使用 成績

石 神 裏 次 ・原 信 二 ・三 田 俊 彦

神戸大学医学部泌尿器科学教室

Pivampicillin は Ampieillin(以 下ABPC)のpivaioyl-

Oxymethyl esterで あ り,次 の よ う な 化 学 構 造 を 有 す る 。

化学名:Pivaloyloxymethyl D-α-aminobenzyl-peniclllinate

hydrochloride

分子量:500.01

本剤 は消化管 よ りの吸収 が良好 で あ る た め,従 来 の

ABPCに 比 し,血 中および各臓 器に高濃度 に移行す る特

長を有 してい る。 従 って,同 量ABPCに 比 し,す ぐれ

た効果 を期待す ることが でき,ま た少量投与 によっても

従来 のABPC同 様の効果がえ られ るとされ てい る。

す でにPivampicillinの す ぐれた臨床効果は欧米 にお

いて報告 され,本 邦におい ても第21回 日本化学療法学会

におい て基礎,臨 床的検討がな された。

今回,私 達は,こ のPivampicillinを 淋菌性尿道炎 に

使用 し,そ の効果 を検討 しえたので報告す る。

実 験 方 法

1. 投与対象

昭和48年8月 か ら10月 まで神戸大学 泌尿器科,林 皮膚

泌尿器科,原 泌尿器科 に訪れ た淋 菌性 尿道 炎患 者を対 象

とした。

2. 投与方法

1日4cap(0.59),6cap(0.759),8cap(1g)投 与群 に

分けて1日4～3回,毎 食直後,さ らに4回 投与群 では

就寝時 に分服投与 した。

3. 効果判定

全例3日 毎 に尿沈査検鏡,塗 沫検鏡 および尿培養検査

を施行 し経過 を観察 した。

効果判定 は従来 当教室 でお こなって いる方法 で評価 し

た。すなわ ち,排 膿 排尿痛,尿 道不快感な どの 自覚症

状の改善 と尿所見改善の有無に よ り

著 効(〓):自 覚症状お よび尿所見 の改善 を認 めた も

の

有 効(+):自 覚症状 および尿所 見のいずれか一方に

改善 を認 めた もの

無 効(-):自 覚症状お よび尿所見 の改善 が ともに認

め られなか ったもの

とした。

4. 副作用

投 与期間中の副作用 の有無 を問診 し,ま た一部症例 に

は他 覚的に尿蛋 白,尿 ウ ロ ビ リノーゲ ンの有無,血 中

GOT,GPTを 観察 した。

実 験 成 績

1. 臨床効果

臨床使用成績 はTable1に 示す。

29例 の淋 菌性尿道 炎に使用 し,著 効28例,有 効1例,

無効 な し,有 効率100%の 成績 をえた。

2. 投与量 と治療効果

私達は1日4cap(0.59),6cap(0.759),8cap(19)群

に分 け臨床効果 を検討 した。 結果 はTable1に 示す ご

と く,3群 の問 では投与量 と治療効果 との間には差異 を

認めなか った。

3. 投与量 と自覚症状消失期間

1日0.59,0.759,19投 与 し排膿,排 尿 痛な どの 自

覚症状の消失状態 を詳細 に観察 した。

自覚症 状消失状態 はTable1に 示 すご とく,0.59投

与群では排膿 は約2.5日,排 尿痛 は約3日 で,尿 道 不快

感 は約3.5日 間で完全に消失 した。

0。759投 与群 では排膿は約1.5日,排 尿痛 は約2.5日 で,

尿道不快感 は約3日 で完全に消失 した。

19投 与群 では排膿 は約1日,排 尿痛は約1.5日,尿 道

不快感 は約2日 で完全 に消失 した。従 って,3群 の間 に

は投与量 を増 す ことに よって 自覚症状の消失 を短縮す る

こ とができた。 しか し,1g投 与群 では 自覚症状 の消失

が1日 前後 で消失 す ることか ら,そ れ以上の投与は必要

でないと考 える。

4. 副作用

29例 中2例 に軽度 のむねやけ を認 めた。 しか し,胃 散

な どの投与 で投薬 を中止す るほ どの ものでなか った。

投与期 問中の他 覚的検査には変化 を認めなか った。
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Table 1 Therapeutic effects of pivampicillin in gonorrheal urethritis

Table 2 Therapeutic effects of pivampicillin on non-gonorrheal urethritis
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考 案

ABPCは 従来のPCと 違 って重篤 な副作用 が少な く,

しか も広範囲スペ ク トラム を有す るため,各 種尿路感染

症 に好んで用い られてい る。淋 菌性尿道炎 に対 して も,

PCGが いや が られ る今 日においては,Cephalosporin

系抗生物質 とともに安心 して使用で きる抗生物質 と して

賞用 され てい る。

一方,淋 菌の各種抗生物質 に対す る感受性 も年々悪 く

なってお り,治 療 も しだい に困難 にな り,よ り強力 な抗

生物質 の出現 が望 まれ ている。今回,従 来 のABPCに 比

し比較的少量 で同等 の治療効果 がえ られ るPivampicillin

が開発 され,私 達 も淋菌性尿道炎 に使用す る機会 をえ,

その臨床効果 を検討 した。

29例 中著効28例,有 効1例,無 効 な し,有 効率100%

の卓越 した治療効果 をえた。

従来 のABPCの 淋菌性尿道炎 に対 するま とまった治

療成績 の報告 がないため,ABPCとPivampicillinと の

治療成績 の比較 はできないが,私 達 の臨床経験 か ら考 え

て淋菌性 尿道 炎に対 しては,か な り効果 が期待 でき るの

でないか と考え る。正確 にはABPCと のDouble blind

法 による臨床 比較 を行 な う必 要があ ると考え る。

また,Pivampicillinを 早朝時排膿,尿 道不快感 を主訴

とす る,各 種抗生物質に抵抗 をもつ非淋菌性尿道炎 に使

用 してみた。

臨床使用成績はTable2に 示 すご とく7例 に使用 し,

著効1例,有 効6例,無 効 な し,有 効率100%の 結果 を

えた。 しか し,有 効例 のすべ てはPivampicillin投 与 に

よって排膿,尿 道不快感 などの減少,さ らに尿 中白血球

の減少 を認 めたが,投 与 を中止す ることによって再発 を

認めた。 これ らの症例 はCER,ABPC,PC,TCな ど

の抗生物質 を投与 し全 て無効 であ り,プ ロタル ゴール,

硝酸銀 の洗浄 によって治癒 している。

従 って排膿,排 尿痛 を主訴 とした新鮮 な淋 菌性 尿道 炎

に対 しては,少 量投与 で も卓越 した治 療効果 を示すが,

早朝時排膿,尿 道 不快感 を主訴 とした非淋 菌性尿道炎 に

対 しての根 治的治療は困難 な ようであ る。

結 語

1. 淋菌性尿道炎29例 に使用 し,著 効28例,有 効1例,

無効 な し,有 効率100%で あった。

2. 1日 投与量 は臨床症状,尿 所 見な どよ り0.59～1g

が適 当である。

3. 副作用 は29例 中2例 に軽度 のむねやけ を認め たが,

投与 を中止 せ ざるをえない症例はなか った。
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CLINICAL STUDIES ON PIVAMPICILLIN IN 

URETHRITIS GONORRHOICA

JOJI ISHIGAMI, SHINJI HARA and TOSHIHIKO MITA 

Department of Urology, School of Medicine, Kobe University

1. Pivampicillin was used in 29 cases of gonorrheal urethritis ; and excellent result was obtained in 28, good 

effect in 1, and negative effect in none, giving a rate of positive effect of 100%. 

2. Adequate daily dose of the drug was considered to be 0.5•`1g, in view of the clinical symptoms and uri-

nary findings. 

3. As to side effects, mild pyrosis was noted in 2 of 29 cases though discontinuation of treatment was not 

necessary in any case.


